
中⼩規模病院の
暴⾔・暴⼒対応の現状と課題

令和5年度第1回横浜市病院安全管理者会議

令和5年10⽉4⽇（⽔）
医療法⼈五星会菊名記念病院
医療安全管理室 新村 美佐⾹

暴⾔・暴⼒の影響

• 職員のメンタルヘルスの低下
• 職員の仕事の満⾜度の低下
• インシデント・アクシデントの増加
• 傷害の発⽣、病⽋、離職
• 訴訟

暴⼒の影響は甚⼤︕
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院内暴⼒対応の基本

発⽣誘因の低減

発⽣の抑⽌

発⽣への備え

発⽣後の対応
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•菊名記念病院医療安全管理指針
•インシデント・アクシデント報告体制
について
•患者誤認防⽌マニュアル
•⼝頭指⽰取扱マニュアル
•輸⾎マニュアル
•⾝体抑制対応マニュアル
•⾎管外漏出対応マニュアル
•院内暴⼒対応マニュアル
•虐待防⽌対応マニュアル

・
・
・

など

医療安全管理マニュアル１・２

医療安全管理マニュアル

4



暴⾔・暴⼒の危険を感じた場合の対応
①患者からの場合、暴⾔・暴⼒に関する情報を

関係者で共有するようにする。
②患者と１対１で対応しない。必ず職員２⼈以上

で対応する。
③決して相⼿を刺激しない。
④総務課に連絡し、近くで待機してもらう。
⑤必要以上に患者に近づかない、逃げ道を確保

しておく。
⑥上司・所属⻑に報告し、対応を協議する。
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暴⾔・暴⼒対応ポスターの掲⽰
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医療安全管理室に報告された暴⾔・暴⼒関連報告件数推移
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32
41

74

52
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当院における暴⾔・暴⼒に対する
今後の課題と対応について
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スタッフから、
Vコールをすることに躊躇する
どのような状況でコールしてよいか判断に迷う
などの意⾒が聞かれていることに対して、

暴⾔・暴⼒の発⽣予防にも取り組んでいく必要がある

• コール基準の明確化
• 暴⾔・暴⼒かもしれないと迷った時点で相談できる

環境作りの整備
• 事例検討会の実施
• 暴⾔・暴⼒発⽣時対応訓練

• 暴⾔・暴⼒発⽣状況の把握
• 発⽣要因分析・対策の検討
• 暴⾔・暴⼒対応に関わる教育・研修の実施 17

暴⾔・暴⼒の場⾯に遭遇したスタッフへのメンタルフォロ
ー体制の強化

• カウンセリングの実施→臨床⼼理⼠、精神科医に
よる対応

• 安全衛⽣委員会への報告、対応の検討
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患者相談窓⼝担当者との連携

患者・家族からの不安、不満、そして不信感などを、
早い段階で察知し対応していくことは、

トラブルの増⼤化や暴⾔・暴⼒の発⽣を防ぐことにつながる

患者相談窓⼝の相談内容の把握
定期的なミーティングを進めていく

患者・家族が苦情・クレームを
訴えやすい環境の整備
スタッフ間の情報の共有
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患者・家族

総合相談窓⼝
担当者

事務部 医療相談
室 医局 医療安全

管理室 看護部 診療補助
部

当院の総合相談窓⼝の流れ

2019年8⽉より
まごころ課設⽴

研修を受けた
専従のスタッフを

配置
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暴⾔・暴⼒は、
医療の現場においては

患者・家族から受けることが多い
が、

職員間でも起きている
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ハラスメントに関する研修
アンガーマネジメント研修
も進めていく必要がある︕
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医療施設における暴⼒・ハラスメント対策マニュアル
12 のポイント!

１．病院職員から積極的に患者等とコミュニケーションをとりましょう
２．暴⼒等を絶対に許さない病院の姿勢を⽰しましょう
３．患者の症状や状態を把握し、暴⼒等の発⽣の誘因を取り除きましょう
４．暴⼒等の履歴を把握し、事前にチームで対応⽅法を決めておきましょう
５．発⽣した事例に基づき、暴⼒等の対応マニュアルを改訂しましょう
６．暴⼒等の発⽣しやすい時間帯や場所を同定し、警備員等による巡回を

⾏いましょう
７．緊急コード、通報⼿順、報告ルートを確認しておきましょう
８．暴⼒等の発⽣時には安全確保を優先し、応援要請を⾏いましょう
９．あらゆる暴⼒等を報告できる体制を整えましょう
10．被害者や⽬撃者への⼼理的ケアを⾏う体制を整えましょう
11．暴⼒等の被害に関する記録や証拠を残しましょう
12．定期的に暴⼒等の対応のための実地訓練を⾏いましょう

厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦ 厚⽣労働科学特別研究事業
令和元年度 総括研究報告書令和2年（2020）年 8⽉ 研究代表者 三⽊ 明⼦

「看護職等が受ける暴⼒・ハラスメントに対する実態調査と対応策検討に向けた研究」より抜粋
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お疲れ様でした︕
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